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体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト
背景・課題

1.全国的なリアル体験活動の普及啓発（委託：継続 H23～ ）
 家庭や企業、社会教育団体、青少年教育指導者等が体験活動への理解を
深めていくためのフォーラムなど、体験活動等を定着させるための普及啓発事業
を実施する。

 件数・単価：３箇所 × @1百万円

・体験活動の理解を深めるための普及啓発事業の
実施。
・長期自然体験活動モデル事業の実施。
・企業表彰への応募企業数、増加。
・多様な主体をマッチングするシステムの構築。
・多様な主体の連携による体験活動事業の実施。

アウトプット（活動目標） アウトカム（成果目標） インパクト（国民・社会への影響）

事業内容

 次代の社会を担う者として新たな価値を創造する力、対立等を克服する力、責任ある行動をとる力等を身に付けていくためにもリアルな体験活動が重要である。
 一方で、少子化や核家族化、デジタル化が進む中、子供たちのリアルな体験が不足している。さらにコロナ禍でこの傾向に拍車がかかっている。
 また、貧困、障害、不登校、外国籍等、様々な課題を抱える子供や特別なニーズのある子供への支援が社会的課題になっている。
 これらを踏まえ、文部科学省においては、令和４年２月に「教育進化のための改革ビジョン」を公表し、地域や企業と連携し全ての子供に学校内外でのリアル
な体験活動を推進することとしている。

 また、自己肯定感や正義感の育成等「Well-being」の観点からも青少年の体験活動は重要である。

青少年のリアルな体験活動の機会の充実を図るため、普及啓発、調査研究、顕彰事業、自然体験活動モデル事業とともに、企業等と連携した体制構築を図る。

2.青少年の体験活動の推進に関する調査研究（委託：継続 H25～ ）
 青少年の体験活動がもたらす影響について明らかにするため、多様な体験活動
の在り方について、事例の収集や効果の検証を行う。

 件数・単価：１箇所 × @6百万円
３.子供たちの心身の健全な発達のための自然体験活動推進事業（委託：継続 R3～）
 安全・安心にリアルな体験活動を行うためのコロナ禍における長期（４泊５日程
度）の自然体験活動等のモデル事業を行う。

 件数・単価：12箇所 × 2回 × @2百万円
４.青少年の体験活動推進企業表彰 （直轄：継続 H25～）
 社会貢献活動の一環として青少年を対象に優れた実践を行う企業を表彰し、
その取組を全国に広く紹介する。

令和5年度要求・要望額 225百万円
（前年度予算額 72百万円）

５.企業等と連携した体験活動推進体制構築事業（委託：新規）
 子供たちのリアルな体験の機会充実のため、デジタル化やコロナ対応を踏まえな
がら、体験活動の推進に取り組む地域や企業と教育機関の連携促進のため
の体制構築を図る。

≪事業内容≫
【全国的な推進体制の構築】
・各地域の取組のサポート（伴走支援や好事例の横展開等）
・多様な主体をマッチングするシステムやマニュアルの構築
・体験活動に積極的な企業、教育機関の見える化
【各地域における推進体制の構築】
・地域や企業、教育機関等、多様な主体の連携による体験活動の推進
体制の構築
・取組を持続的に推進していく仕組みの構築

 件数・単価：7地域 × 2箇所 × @10百万円
 事業期間：令和５年度～令和７年度

体験活動の機会が充実し、子
供たちに「社会を生き抜く力」とし
て必要な非認知能力（自己肯
定感、自律性、協調性、積極
性等）が育成される。

初期 体験活動の機会を提供する主体の増加。
各地域拠点における推進体制の継続的実施。

中期 当事業に参加する子供の増加。
モデルの横展開等による地域拠点の増加。

長期 当事業の成果の展開や、他の施策とも相まっ
て、体験活動に参加する子供が増加する。
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